
主担当

（ホームページ、説明会、広報紙（チラシ）、ケーブルテレビ等）

・避難とは、難を避けること、つまり安全を確保することであり、まずは自宅の

  災害の危険性を認識し、自宅で居住が継続できる場合は自宅避難も検討

・自助の備えとして、親戚や知人の家への避難を検討

・避難に備え世帯が使用するマスク、体温計、除菌シート、石鹸、ビニール手

　袋等の衛生用品、スリッパ、ゴミ袋等を各世帯で準備

・服用している薬や眼鏡、補聴器、杖などを準備 阿南市

・健康状態が把握できるお薬手帳、障がい者手帳等を準備

・受付時の混雑を避けるため、「避難者カード」を事前に記入

・避難所に行く際はマスクを使用、「健康状態チェックカード」を記入し、持参

□車中泊希望者の安全対策及び健康対策を周知しているか

・エコノミー症候群、一酸化中毒、熱中症対策等について理解及び準備

□避難所内での感染症対策（２ｍ間隔の確保等）を周知しているか

□やむを得ず感染者等が避難する場合、学校等の規模の大きい避難所に

事前 　避難することを周知しているか

対策

□避難所用の衛生用品、扇風機等及びテント・パーテイションを準備してい

　るか

・液体せっけん、アルコール消毒液、ペーパータオル、マスクの準備

・扇風機、サーキュレーター、加湿器、クーラー、ストーブの準備

・テント、パーテイション、仮設トイレの準備 阿南市

□避難所運営要員用の衛生用品を準備しているか

・マスク、フェイスシールド、使い捨て手袋、防護服、非接触型体温計の準備

□避難所の区割りに使用するポール（２ｍ）とスペースを明示する養生テープ

　を準備しているか

□学校を避難所にする際、体育館に加え教室等を活用することに対する関係

　者の了解を得ているか

・感染者発生の被害を最小限にとどめるため、多くの教室等を用意

□指定避難所以外の施設として宿泊施設の活用促進を検討しているか 阿南市

・要配慮者（特に高齢者、障がい者、基礎疾患等により重症化するおそれ

　が高い人）の避難先として検討

新型コロナウイルス感染症対策チェックリスト

住民への広報

資機材の準備

避難所不足への対応

２２

□住民が避難する前に準備、検討することを事前に周知しているか



□避難所の「避難利用面積」から「三密防止」のための避難定員を設定し、施

　設管理者及び地域住民と定員管理や施設運営について事前協議を実施し

　ているか

□市の避難所が不足する事態に備え、広域避難を検討しているか 阿南市

・事前に近隣市町の協力を確認しておく

□車中泊希望者が増加することに備えた駐車場所の確保を検討しているか

・指定避難所近くのグラウンドや広場、大型駐車場の一時的な活用を地域

　住民とともに検討しているか

□世帯占有場所の２ｍ間隔を空けたレイアウトを作成しているか

□学校を避難所にする場合、教室等を活用した「居住スペース」の分散化を

　検討しているか

□受付、トイレ、洗面所、洗濯場や携帯電話の充電場所等では待機中に密集

　にならない運用ができる対策を検討しているか

□教室を活用する場合は、机や椅子の移動及び児童生徒の私物の扱いに

　ついても検討しるか

□体調等不良者を早期に確認できるよう、避難所の入り口の外に「事前

事前 　受付」の設置を検討しているか

対策 ・受付スタッフはＰＰＥ（マスク、使い捨て手袋、フェイスシールド等）

　を装着し、持ち物の確認や健康状態のチェック等、対面での会話を行う

　受付カウンターには飛沫感染防止パネルを設置 自主防

□健康状態チェックカードの記入スペースが密にならない対策を検討して 災組織

　いるか 等

□居住スペース及び専用スペースで避難者カード等の管理及び避難者の

　割り振り等を行う個別受付の設置を検討しているか

□避難者カードの記入スペースが密にならない対策を検討しているか

□体調等不良者を専用スペースに案内するスタッフはＰＰＥ（マスク、使い捨

　て手袋、フェイスシールド、防護服等）を装着する手順になっているか

□事前受付及び個別受付の際に、避難者が並ぶ間隔をできるだけ２ｍ（最

　低１ｍ）空けるようになっているか

・運営スタッフは立ち位置の目印を付して行列の整理を行い、混雑を防止す　

　る

□体調等不良者と同じ世帯者用の専用スペースの設置を検討しているか

・個室が望ましいが、教室等を活用する場合、テントやパーテイションを活用

　し、感染防止を図る

・専用スペースには、専用のトイレを確保する。据え付けトイレの確保が難し

 い場合、仮設トイレ又は携帯トイレの設置も検討

２３

避難所のレイアウト作成



・飛沫感染防止のためパーテイションの高さは１．８ｍ以上を確保

・体調等不良者と同世帯者はできるだけ別部屋にする。 自主防

□テントとパーテイションは、専用スペースを優先するが、居住スペースでの 災組織

　積極的な使用も検討しているか 等

□専用スペースと居住スペースの動線を分け、分離したレイアウトとし、すべ

　ての動線は交差を避け、一方通行とすることを検討しているか

□保健所に感染者等の避難先や避難方法等を含めた避難方針を確認し

　ているか

・原則、指定避難所には避難しない方針になっていることを確認

□感染者等が指定避難所に避難してきた場合の対応を検討しているか

・保健所に連絡し、指示を仰ぐ

・感染者等は敷地内の別の建物に専用スペースを設ける。 自主防

・同一建物の場合、完全に動線を分けるため、専用の階段、スペース及び 災組織

　トイレ等を確保 　等

事前 ・差別や排斥を避けるため、医療機関への移送や専用スペースへの誘導が

対策 　スムーズに行えるよう専用スペースの場所や動線を検討

□学校を避難所とする場合、教室等を活用し、専用スペースを確保する

　ことを検討しているか

・教室等の部屋数、大きさ等を事前に把握

・使用する教室の優先順位を設定

□体調等不良者がいる場合は、感染予防行動の保健指導やゾーニング 自主防

　（居住区分）を徹底する手順になっているか 災組織

□小規模の避難所では小部屋の活用を検討しているか 　等

・専用スペースが不足する場合で一時的な避難の場合、車中やテントで

　の待機も検討

□体調等不良者を専用スペースに誘導隔離する手順を検討しているか

　また、体調不良等による医療救護所、巡回診療の利用、ＤＭＡＴへの協力

　要請等に関する手順を確認しているか

□体調等不良者が医療機関等で受信する際の移送の手順について確認し

　ているか

・保健所に移送の考え方について確認

□感染者が確認された場合に備え、保健所と連携の上、消毒方法やその

　範囲、避難者の移動等を事前に検討しているか

２４

阿南市

阿南市

　体調等不良者への対応の検討

感染者等の避難の検討



□人とペットが安全に避難し、他の避難者に迷惑をかけずに避難所で過ごす

　ため、日頃から準備が必要なことを周知しているか　　　　

・ペットの防災物資（ケージ、リード、フード、水、糞尿処理用具など）

・飼い主の明示（迷子札、マイクロチップ、犬の場合犬鑑札、首輪など） 阿南市

・基本的なしつけ（ケージにならす、音や物にならす、不必要に吠えないなど）

事前 ・健康管理（狂犬病予防接種、ワクチン、ダニやノミの除去など）

対策 ・ペットの一時預け先の確保（親戚、知人、動物病院など）

□避難所でのペットを受け入れる区画を検討しているか

・車両の出入りや炊き出しの妨げにならない場所 自主防

・鳴き声や臭いの影響が少ない場所 災組織

・避難者の動線と交わらない場所　など

□自主防災組織等と市が連携した訓練を実施しているか 自主防

災組織

□居住スペースと専用スペースは分離しているか

□居住スペースの分散化が図られているか

・要配慮者専用のスペースを確保しているか

□畳部屋以外のフロアーでブルーシートを敷いているか

□事前に検討したレイアウトを基に、ポール（２ｍ）や養生テープ等を使用し、

　占有スペースを区切っているか

・避難者が入る前に２ｍ（畳部屋は１．８ｍ）の間隔を空けた世帯の占有スペ

初動 　ースを養生テープ等で示しておく

期の ・占有スペースは１人あたり２㎡（畳部屋は１畳）以上確保する

対応 ・専用スペースは個室を確保又は教室等をテント、パーテイションで区切って 避難所

　生活スペースが確保されている 運営組

□トイレには手指消毒液に加え、ペーパータオルを設置し、共用タオルの使 織

　用を禁止しているか

□個室でない便器（男性小用）の利用にあたっては、一つおきに使用するよう

　利用者に徹底しているか

□段ボールベッド、椅子等配置し、ほこりを吸い込まない対策が実施されて

　いるか

□居住スペースと専用スペースは完全に分離されているか

・トイレや洗面所を含め、居住スペースと専用スペースの分離を確認

・居住スペースと専用スペースの動線が交わらないことおよび一方通行となっ

　ていることを確認

入居スペースの設置

ペット同行避難者への対応

２５

訓練の実施



□専用スペースの中で体調等不良者とその方と同じ世帯者が別部屋になっ

　ているか

□感染者等の専用スペースは別棟となっているか

□感染者等のスペースと体調等不良者のスペースが同じ建物の場合、完全

　に分離されているか 避難所

・トイレや洗面所を含め、両スペースの分離を確認 運営組

・感染者等のスペースと体調等不良者のスペースの動線が交わらないこと及 織

　び一方通行となっていることを確認

□感染者等のスペースの中で軽症者等（感染者）と濃厚接触者が別部屋に

　なっているか

□居住スペースにおいて少しでも多くの方が避難できるよう、積極的にテ

　ントやパーテイションを活用しているか

□学校においては、できるだけ各階ごとに運営スタッフ詰所を設置しているか

初動 □避難者の健康状態を確認するため避難所入り口の外に「事前受付」を設

期の 　置しているか

対応 ・避難所開設と同時に設置し運営

・アルコール消毒液を設置し、雨天時はテントを設置

・体育館に接する廊下等を使用するなど、各避難所に応じて設置

□受付及び有症状者を誘導するスタッフはマスクに加え、フェイスシールド、

 　使い捨て手袋を着用しているか

□受付に並んでいる人が密になっていないか

・２ｍ間隔の基準線等を引く、また、長い列を作らないよう呼びかけ

□マスクを持参していない避難者にマスクを配布しているか 避難所

□検温や問診により体調等不良者を確認し、専用スペースに誘導してしてい 運営組

　るか 織

・健康状態チェックカードを確認、持参していない方は受付する前に記入

・検温で３７．５度以上又は健康状態チェックカードで異常を認めた方は体調

　等不良者とする。３７．０度以上の者は、問診により過去数日以内に体温が

　３７．５度以上に上がっていなかったかを確認する。（上がっていれば体調

　等不良者と判断）

・体調等不良者と生活を共にする同じ世帯者も専用スペースに誘導

□健康状態チェックカードの記入スペースを設置しているか、また筆記用具

　の使いまわしを避ける措置を実施しているか

□専用スペースへの誘導及び事後の処置が適切に実施されているか

・受付後、避難者自ら移動できるよう案内看板や養生テープ等で動線を明示

事前受付の設置

２６



・災害対策本部と連携し、体調等不良者を事前に確認した手順に従い、医療 避難所

　機関等への搬送を準備 運営組

・医療機関等へ搬送するまでの間、専用スペースで待機 織

□居住スペース及び専用スペースにそれぞれ受付を設置しているか

・各受付で避難者カード及び健康状態チェックカードを受領し、管理

□避難者カードの記入スペースを設置しているか、また筆記用具の使いま

　わしを避ける措置を実施しているか

□避難者カード受領時にネームカードを避難者に渡しているか

初動 ・ネームカードが無い避難者は避難所の出入りを不可とする。

期の □避難者カードの記入情報をパソコン等により電子化しているか 避難所

対応 □避難所内での基本的な衛生対策及び健康対策について助言しているか 運営組

・避難者にマスクの常用、手洗い、消毒 の徹底について促す 織

・一方マスクは熱中症のリスクを高め、脱水症状を起こすリスクがあること

　から、こまめな水分補給と塩分補給について助言（特に高齢者、障がい者

　子ども）

・気温、湿度の高い中でのマスク着用について、熱中症予防として、周囲の

　人との十分な距離（２ｍ以上）をとった上で、適宜、マスクを外して休憩す

　ることについて周知

□避難所内で上履き使用について指導徹底しているか

・土足厳禁、外靴は所定の場所で靴袋に入れ保管

□各スペース内における避難者の割り振りを適切に実施しているか

・居住スペースでは一般スペースと要配慮者スペースに割り振り

・特に重症化の危険性が高い要配慮者を教室等のスペースに割り振り

●感染予防

□事前受付を継続し、避難所に人の出入りのある毎に検温と体調の確認を

  実施しているか

展開 □避難所内の衛生環境について確認・指導する衛生係を活動班の保険・衛

期以 　生班の中に設置しているか

降の □避難者に「健康状態チェック表」を配布し、毎日体温と体調を食後（朝、昼、 避難所

対応 　夕）に確認するよう指導しているか 運営組

□保健師チームの巡回、衛生係の定期の見回りにより避難所内及び車中泊 織

　者等すべての避難者の健康管理が確認できる体制ができているか

□トイレ、洗面所、洗濯場や携帯電話充電場所では待機中に密集になって

　いないか

各スペース個別受付の設置

運営上の留意点

２７



□ポスターやチラシ、避難所運営会議等を活用し、衛生係から避難者及び 避難所

　運営スタッフに感染防止のための留意点を周知しているか 運営組

織

○個人の日々の生活上の留意点

□会話の際、お互いの距離をできるだけ２ｍ以上保っているか

□頻繁な手洗い、マスクの着用及び外部から避難所に入る際、共用部に触

　れたあとのアルコール消毒の徹底しているか

・汚れた手で無意識に目や口を触らないように注意

・アルコール消毒は手を乾かしてから使用

・手洗いの水、アルコール消毒液が無い場合、飲料水、除菌シートを活用

□健康状態チェック表を用い毎日体温測定等体調の確認を行っているか

・発熱等の体調の異常を認めた場合、運営スタッフにすぐに伝える。

□避難所の衛生環境を良くするため、避難所の物品や身の回りの物等は

　定期的に清掃し、衛生環境の整備に協力しているか

□避難者自らによる自炊禁止を守っているか

□飛沫感染を防止するため同じ世帯者以外の人とは食事をとっていないか 避難者

展開 □避難者各人の生活スペース又は食事スペースで食事をとっているか

期以 □食事スペースでの食事の際は、横並び、対角に着座する等、対面での食事

降の 　事を避けているか

対応 □食事の前の手洗い、消毒ができているか

□ゴミは世帯毎ゴミ袋に入れ密閉して破棄しているか

□避難者全員が検温、体調確認を毎日行い、異常があれば直ちに運営スタ

　ッフに報告されているか

□熱中症対策として「喉が渇いた」と感じる前に水分補給を行っているか、

　また、外での活動時、他の人と距離を空けたうえで適宜マスクを外してい

　るか

□トイレの利用時の感染対策が適切に実施されているか

・トイレ利用時専用のスリッパ等を使用

・トイレ利用前に便座、レバーを除菌シートで消毒

・トイレ使用後は蓋を閉めてから流す

・男性用小便器は１つおきに使用

・トイレ使用後の手洗い、消毒

○避難所運営スタッフの留意点

□アルコール消毒液を受付、出入り口、トイレ、配食場、ゴミ箱付近に配置し 避難所

　ているか 運営組

・開封日を記載し、使用期限を設け、使用状況を定期に確認 織

・継ぎ足しではなく、使い捨てが望ましい

２８



□清掃、消毒の作業時はＰＰＥ（マスク、フェイスシールド、使い捨て手袋、）

　を着用し、ゴミ処理時は防護服等も着用しているか、また、作業前、作業後

　に手洗い、消毒を実施しているか

□適正な頻度で清掃、消毒を実施しているか

・各スペースの床、シートは拭き掃除を１日１回行う

・トイレ、洗面所は１日３回以上清掃、消毒

・手すり、ドアノブ、電源スイッチ等の人が接触する共用部分は１日２回以上

　消毒（人が多い場所では就寝時間帯を除いて３時間に１回程度消毒）

□適正な頻度で換気しているか

・３０分に１回以上、５分程度、窓を全開、出入口も開放し、換気

・トイレは小窓を空け、換気扇をまわしておく（３０分に１回はドアを開放）

・台風等強風時も窓の開閉を調整し、できるだけ室内の空気を循環させる

□食事に関し接触感染防止策を適切に実施しているか

・食事準備時及び食事、物品の配給は使い捨て手袋を着用

・炊事作業台を作業前後に次亜塩素酸で消毒

・一人分ずつお皿で小分けし、また、使い捨て食器を使用

□配食カウンター及び物品受け渡し場所では直接手渡しせず、一度机に置

展開 　くことで接触感染を防止しているか 避難所

期以 ・健康な人は配食カウンターで個別に食事を受け取る。 運営組

降の □専用スペースには配食スタッフが専用スペース入り口まで運び、専用スペ 織

対応 　－ススタッフが受け取り配食しているか

□段ボールベッドや寝具などは使用者が変わるたび破棄又は洗濯、消毒を

　行っているか

□避難所のゴミの分別ルールを確認し、避難者にチラシ、ポスター等で周知

　しているか

□ゴミ袋の空気を抜いて、しっかり縛って封をした後、破棄することを周知して

　いるか

□ゴミを回収する運営スタッフは、収集の際ＰＰＥを着用し、作業後、手袋、

　マスクを脱いだ後は、液体石けんで手を洗った後、手指消毒を実施して

　いるか

□専用スペースではゴミ箱に大きめのゴミ袋を装着して、一杯になる前に縛

　って処分しているか

□専用スペースのゴミ袋は２重にしているが、１枚目のゴミ袋を縛った後、外

　側を消毒して廃棄しているか

□２枚目のゴミ袋を縛った後処分する際、ウイルスが付着している可能性が

　高い破棄物として赤色のテープ等で明示しているか

□専用スペースのゴミ処理時は使い捨て手袋を２重にして装着しているか

２９



・ゴミ回収時、２重にしていた外側の手袋を２枚目のゴミ袋に捨てる

□体調等不良者が発生した場合、専用スペースに移動させ、医療機関で

　受診までの間、待機させているか

・移動ルートを適切に設定し、他の避難者と接触しないようにする

□熱中症対策を適正に行っているか

・空調設備を適切に作動 避難所

・適宜の避難者に対する水分補給の案内 運営組

・要配慮者部屋の室温を２８度以下に保っているか 織

□心身に係る相談窓口が設置され、女性相談員も指定し、ニーズ・問題点

　等の把握ができているか

□必要に応じ、医師や保健師の巡回相談を災害対策本部を通じ要請してい

　るか

□ＤＰＡＴと連携し、ストレス等の対応として「心のケア」を実施しているか

□相談室にはクリアフェンスを設置しているか

●感染者が確認された場合

展開 □災害対策本部に連絡し、できるだけ速やかに感染者を宿泊療養施設や 避難所

期以 　病院に移送することを検討し、指示を受けているか 運営組

降の □保健所の指導の下、消毒や避難者の移動等必要な処置を行ったか 織

対応

□専用スペースは個室が望ましいが、必要数確保できない場合は、部屋をパ

　ーテイションやテントで仕切りを設置しているか 避難所

□専用スペース内での対応はマスク、フェイスシールド、防護服、使い捨て手 運営組

　袋を装着し、できる限り少人数で対応しているか 織

□ゴミは避難者本人（同世帯者）が管理し、密閉して破棄しているか

□避難所で人権侵害行為が発生しないよう全避難者に徹底しているか 避難所

□避難所内に人権相談窓口を設置しているか、また、女性相談員を指定 運営組

　しているか 織

□各避難所が担当する避難所外避難者の場所、エリアを承知しているか

□避難所外避難者から健康状態チェックカード及び避難者カードを受領

　できる手順ができているか　　　　

□体調等不良者が発生した場合、運営スタッフが掌握するための連絡 避難所

　体制の構築ができているか（避難所外避難者と避難所運営スタッフが 運営組

　常時連絡できる体制が構築されているか） 織

□体調等不良者が車中泊者等の場合で同居者（同乗者）がいる場合、

　体調等不良者を専用スペースに案内することになっているか

３０

避難所外避難者への対応

人権保護

専用スペースにおける運営上の留意点



□在宅及び車中泊による避難者にも「体調チェック表」を配布し、毎日

　検温と体調確認を実施しているか 避難所

□検温・体調確認の結果、異状があった場合、速やかに避難所運営 運営組

　スタッフに連絡をいれることが周知されているか。 織

展開 □体調等不良者が確認された場合、医療機関等で受診させるまでの

期以 　手順が確立しているか

降の □車中泊者等を集約するための利用施設を広報し、住民に周知して

対応 　いるか 阿南市

□市は仮設トイレ、給水設備、掲示板、ゴミ置き場等を準備しているか

□車中泊者等は施設利用開始時、担当避難所に連絡を入れ、必要な 避難所

　指示を受けているか 運営組

□利用施設内の清掃等のルール及び担当避難所との間で食料・物資 織

　搬入等の運営体制ができているか
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